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第 １

平 城 宮 跡 の 整 備 （3 ）

平 城 宮 跡 発 掘 調 査 部

1972 年度の宮跡整備は，前年度の継続工事として，境界土塁造成，推定第２次内裏整備，

水路改修，仮設道路，高圧線埋設，照明設備，ボーリング調査，草園整備をおこない，また

便益施設として便所・案内板を設置した。

境界土塁工事　　宮の西海大垣に相当する西側土塁を前年度に引き続き延長した。土塁は1.

5m の高さでその上部に植栽をおこない，県道側（西側）に高さ1.2m の凝灰岩切石積をおこ

なった（第１図Ａ）。

今年度施工区には第15次調査によって 玉手門（西面南門）が 確認されており， 門基壇およ

び脇門を復原表示した。佐伯門同様玉手門も県道により西半分を切られており，東西幅7.06

m ，南北幅31.75m, 高さ0.99  m の規杖の基壇復原にとどまった。　こ れ は 推定門基壇規模

（２×５間）の東半分に当たり，人造礎石によって表示出来た柱位置は，棟通り列６ヶ所およ

び朿柱列６ヶ所の計12簡所である。県道によって切|圻された基壇の断面は凝灰岩板石仕上げ

で表現した（第２図）。

内裏整備　　内裏整備は昨年度施工区の西側，第4 ～8,  11 次調査区域約9,100 ㎡について

おこなった。検出遺構には建物８棟（内２棟は一部）・築地・柵（２列）・ 池および市庭古墳

周濠があり，前３者は盛土張芝により，後２者は玉石および砂利で表示した。なお建物およ

び柵列は従来通りの工法によった（第１図Ｃ）。

池は第４次調査によって検出されたもので， 東西18m ， 南北17m におよぷ 不規則な形を

し，最深部の深さ約80cmであった。しかしこの池の後原については，給排水および日常管理

の問題から， 汀線を玉石（j20 ～30cm）で， 水面部を緑泥片岩砕石で 表示するにとどめた。

水路改修工事　 推定第１次伽

堂院地区西側を走る南北水路約

510m  >水上池の下流126 mを改

修した。護岸はいずれも割石２

段空積にし， 水 路 底は 流量の

多い ものをコンクリート（厚さ

5 cm) とし他は砂利蚊きとした｜

（第１図Ｄ）。

仮設道路　 昭和44年度および

45年度施工した仮設直路を第１

次内裏棚堂院の西側で短絡する

ために180  m を造成した。今年
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第２図　平城宮 四而 南門
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第３図　便所及び水呑施設

木，30m 孔４木の計６本についておこなった（第１図25～30八

度は計画の約燧にとど

まった（第１図Ｅ）。

高圧線埋設および

照明設備工事　　昨年度

実施した発掘機械電源

用６ＫＶ高月ﾐ電線の延

長埋設工傴で，第２次

朝堂院の東方２箇所お

よび昭和45年度施工仮

設道路沿いに西方へ合

計642 m に つ い て お こ な っ

た（第１図Ｆ）。

ま た照 明 設 備 は 第 ２ 次 朝 堂

院 既 整 備地 区 内 ２ 箇 所 ， 佐 伯

門 およ び 仮 設 逆 路 沿 い ３ 箇

所 ， 四 南 隅 ２ 箇 所 の計 ７ 基を

設 置 し た 。

地質調査 ・ 水位水質 調査のた

めのボーリングエ 事　 昨 年 度 お

こ な っ た ボ ー リ ン グエ 事 およ

び 調 査 結 果 か ら ， さ らに 今 年

度 は地 質 状 況 ， 土 性 を 明 らか

に し （ 将来構造物を復 原させ る

際 の芯礎資料とする）,地 下 水 が

辿 物 の 保 存 に ど の よ う に 影 響

して い る かを 把 握 し て ， ﾀﾞiヽ後

の 遺物 保 存 の対 策 検 討 の 資 料

と す る な ど の 目的 で ５ ｍ 孔 ２

草園造成工事　　 繁殖力が強く， 宮内にその占有地を急激に増しつつある外来雑草の抑制

や，在来種の育成，ならびに環境整備地区拡人のスピード化等の目的から，今年度は昨年度

の湿地性草腫育成に対し乾圸性草種の育成を試みた。施工区は資料館の東約11,000 ㎡に，北

は仮設道路肩法而を，西および南は水路堤を利川し盛土して緩傾斜の法而を造成し，比校的

好乾地性のものを植栽することとした。　栽培植物は（間花期･春）ヒオウギ・チガヤ・スミレ
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奈良国立文化財研究所乍報

・トモエソウ・オキナグサ・シラン・ヤマユリ，
（夏から秋）オミナエシ・キキョウ・カワラナデ

シ
コ・リンドウ・ヒヨドリバナ・シュウメイギク

・リュウノウギク・センブリ・ヨメナ等合計29頤

類である
。なお柚栽は各種ある程度の緋度を持た

せ混柚した（第１図Ｂ）。

便益施設　
近年見学者数の増加が苦しく，宮跡

利用のための施設として便所１據・水呑丿昜（便所
に併設）および案内板（銅製１征）を設置した。 第４図　境界上塁および門法壇

便所
の位置は推定第２次朝堂院跡の東刪で，その外砌は覆屋と同様のデザインとし，出

来るだけ目立たないように低地を選び建設した。建物は東西5.8m，南北９ｍ，面砧42.68

㎡
，高さ3.35 mデッキプレート屋根，鉄骨造ブロック積平家建で，人口前面に水呑器２基，

洗
面手洗器２从を併設した。汚水および翊排水工忝は，建設場所を低地に選んだため，浄

化榊よりポンプアップし既存水路に接続した（第１図Ｇ）。また案内板は整備工ill:の比鮫

第５図案内阪

的遨んでいる第２次内裏朝堂院」地区の遺構と整備状況の関
辿，名称などを表示するために，現況地形を銅板（130×88cm
厚さ５ｍ）に腐食させ，建物基壇規皎を３ ｍｍ !･jの銅板でその
上に示しさらにその廴に建物規模を５ｓｌゾの銅板を用い，ビ
スおよび金属接着剤を併川し張fヽ」’けた。この釧板を太極毆土
塊上に凝灰岩切石台（縦150cm |#U 10cm高さ30～60cl）の上に設置
した（第１図Ｈ）。
なお平城宮跡整備工ljfの一環として1972 ・ 73年度にわたっ

て，宮内省南殿（仮称）の邸京が認められ，本年度は木材の購
入をおこなった。次年度に完成の予定である。（渡辺康史）
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